
第   97   号 

 令和 4 年 4 月 15 日発行  
 

佐 賀 県 聴 覚 障 害 者 

サ ポ ー ト セ ン タ ー だ よ り  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 計 

受験 

者数 

手書き １ ５ ３ ３ － ２ － ５ 19 

PC １ ７ ７ ６ ８ ８ 10 ９ 56 

計 ２ 12 10 ９ ８ 10 10 14 75 

合格 

者数 

手書き ０ ２ １ ０ ０ １ ０ ２ ６ 

PC ０ ２ ３ １ ２ ２ ３ ０ 13 

計 ０ ４ ４ １ ２ ３ ３ ２ 19 

合格

率 

手書き ０％ 40％ 33％ 0％ － 50％ － 40％ 32％ 

PC ０％ 29％ 43％ 17％ 25％ 25％ 30％ 0％ 23％ 

全国 

平均 

手書き 34％ 28％ 27％ 21％ 21％ 26％ 35％ 30％  

PC 41％ 29％ 32％ 35％ 33％ 33％ 39％ 27％ 

みみの記念日 ３月３日耳の日 ６月６日補聴器の日 ９月９日人工内耳の日 9 月 23 日手話言語の国際デー 

なお知らせ！ 

一般社団法人 要約筆記者認定協会の主催で、

一年に一度行われている全国統一試験。県内の受

験者は 14名中 2名が合格されました。 

サポートセンター開設以来の 8年間で、合格者総数

は 19名、合格率は 25.3％。 

合格者年代別で、50代９名 47.3％、40代が４名

21.0％、30代２名 10.5％、60代以上 3名となっ

ています。全員女性です。 

 【平成 26 年度から令和 3 年度までの 8 年間の実績】 

区 分 計 

20代 １人 

30代 ２人 

40代 ４人 

50代 ９人 

60歳以上 ３人 

平均年齢 50歳 

手書き平均年齢 55歳 

PC平均年齢 47歳 

 

全国統一要約筆記者認定試験 ２名に合格証書伝達 3/26 

 

 

鶴田美和さん 福島愛さん 

＜年代別合格者数＞ 

１月 21 日から配信を始めた

「手話で語る きらきら」が、

３月 27 日に 1,000回再生を

記録しました。 

これからも、楽しく元気に配

信を続けます。 

手話で語る きらきら 

３期目スタートアップ記念講演会 

5月 17日(火)14時～15時 30分 当センター研修・会議室 

京都聴覚言語障害福祉協会 法人事業本部長 近藤幸一さん

「コミュニケーションは人としての最も基礎的条件」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

 毎週月曜日、祝日 

シリーズ（51） 

山口相談医のひと言コメント 補聴器の電源 充電式と電池式の比較(その２) 
コストについてです。電池タイプのメリットとして「コストの低さ」があります。使い

方によってだいぶ変わりますが、例えば、5 年間同じ補聴器を使った場合、電池代はおよそ

1 万〜２万円前後といわれています。量販店などでは安く買うこともできます。 

大学手話サークルサポート 3/23 

【手話通訳者養成講座Ⅰ 3/20】 

【要約筆記者養成講座 修了 3/23】

日】 

7 人が、約１年の講座を経て、修了証

書を手にされました。３人は皆勤賞。 

今後も学習を続け、要約筆記者になら

れることを期待しています。 

【手話通訳者養成講座Ⅱ 3/20】 

卒業式後、３名が来館。日ごろは、佐賀大学、

西九州大学手話サークルで活動し、月１回程度セ

ンターへ集合。学習を４年継続。手話検定試験準

１級にも合格。新しい職場の学校や施設で手話を

活かした活躍を期待しています。 

編集後記：今年は花粉症が遅れてやってきました つ 

充電タイプでは、本体、充電器が電池タイプの補聴器に比べて数万円高くなるものが多くなります。

また、充電池の寿命は５年程度とも言われており、その時期になると、さらに交換のためのコストがか

かります。充電式補聴器の値段は年々下がる傾向にあるので、もう少ししたら、コストの差はなくなる

かもしれませんが、今の所、電池タイプが有利なようです。 

使い勝手についてはどうでしょうか？電池タイプでよく問題になるのが、電池交換のわずらわし

さです。もし使う方が、視力や手先の器用さに問題があり、電池交換が苦手であれば、電池タイプは避

けたほうがいいかもしれません。もちろん、家族や身近な人など、介助できる方が、その都度、電池交

換できればいいのですが、電池切れの度に交換となると、思った以上に面倒です。その点、小さい補聴

器の取り扱いが苦手な方に、充電式はおすすめと言えます。電池の入れ間違いもありません。 


